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研究成果の概要（和文）：　アスリートの競技ヒストリーの中での身体症状や動きの変化の深層心理学的な意味
を、事例研究法や修正グラウンデットセオリーを用いて、心理力動的な観点から検討した。その結果、身体症
状・反応が「安全弁」、その時の「限界」や「壁」を示しており、それによって競技からの離脱、あるいは「乗
り越えるべき課題」となり競技力向上や人間的成長につながっていた。身体症状・反応が≪こころとからだの悲
鳴≫となり、「過負荷による身体症状」「心身のアンバランス」「パフォーマンスの変動」となり、それが成長
につながるときと、離脱に至るときとがあったのである。彼らの「身体化」は根源的な苦悩との戦いがあること
を示していると考えられた。

研究成果の概要（英文）：　Psychodynamic meaning in somatic symptoms and responses of athletes was 
investigated through case study and modified Grounded theory approach. The results were followed. 
Their  somatic symptoms and responses meant “safety valve” or “limit.” These connected to 
performance enhancement and personal development or withdrawal. Their somatization showed　basic 
suffering in their athletic activity

研究分野： スポーツ心理学（スポーツ臨床）
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１．研究開始当初の背景 

 アスリートのケガや病気、不調などの身体症

状・反応は身体的側面のみが注目され、心理的側

面からの検討は限られた範囲で行われている。心

理的側面からは、表層レベルの理解、たとえば、

スポーツ障害の発生にストレスや注意散漫などの

要因が影響している、などが示されるに留まって

いる。アスリートが勝利や競技力向上を目指し、

身体的・心理的限界まで追い込んでトレーニング

するとき、その過程で、ケガ、摂食障害、ヒステ

リー（身体表現性障害、解離性障害）、自律神経失

調症、プレイや演技の不調、スランプなどの身体

症状・反応が現れるのはまれではない。これらの

身体症状・反応には背景に心理的要因が存在する

ことが考えられる。しかし、スポーツ心理学では

このような側面にあまり注目されることはなく、

未開拓の領域であり、アスリートの臨床事例や心

理サポートの事例で一部示されているだけで（た

とえば、中込、2013；鈴木、2012）、十分に検討

されているわけではない。 

 身体症状の心理学的意味は心理力動理論から、

たとえば身体症状が意識と無意識の相互作用の結

果として現れる、あるいは心と身体が共時的に布

置（コンステレーション）されている、というよ

うに捉えられている。「身体とは、身体をも包摂す

るセルフの働きによって、さまざまな形で無意識

と意識の葛藤の現れを象徴的に表現し、身体もま

たその手段となり得る」（横山、2000）からであ

る。このことはアスリートでも同様なのか、ある

いは独特の現れ方をするのか実証することが必要

であった。 

 
２．研究の目的 

(1) アスリートの伝記、競技雑誌の記事を収集する。

そのなかに書かれているアスリートの競技歴

の中でのケガや病気、不調やスランプ等に関わ

るエピソードを収集し、心理力動理論に基づき

整理する。そして、ケガや病気、動きの不適切

さ等の深層心理学的意味を心理力動理論から

検討するとともに、質的にも検討する。 

(2) 日本代表クラスの元アスリートを対

象に面接し、競技歴とその中での競

技に支障のある身体症状（ケガや病

気）・反応に関わる調査、そして、バ

ウムテストと風景構成法を実施する。

調査結果に基づき、ケガや病気の発

生の時期や状況、そして描画から、

深層にある心理と身体症状の関係を

心理力動的観点から検討する。 

(3) 心理サポートとスポーツカウンセリ

ング事例を収集し、身体症状（ケガ

や病気）・反応の競技人生（ストーリ

ー）の中での深層心理学的意味を検

討する。 

 

３．研究の方法 

(1) アスリートの心理サポートや相談の

事例を精査し、事例研究法に基づき、

競技歴と身体症状・反応の意味を心

理力動的観点から検討する。 

(2) 修正版グラウンデッド・セオリー・

アプローチ（M-GTA）を（木下，2003）

用いて臨床事例の語りを質的に分析

しする。面接中の語りの記録をテク

スト・データとして用い、心理サポ

ートの過程におけるこころとからだ

の語りの変化を検討し、そこで示さ

れるからだの表現・反応の心理的な

意味を考察する。 

 
４．研究成果 

(1) 心理サポートやスポーツカウンセ

リングの事例、競技雑誌の記事などから、

アスリートのライフヒストリーに示さ

れている身体症状・反応の深層心理学的

意味を心理力動的な観点から検討した。

その結果、アスリートの身体の動き、ケ

ガや病気などの身体症状が彼らの内的

な声を示しており、さまざまなことを物

語っていた。 



 心理状態とプレイや演技の共時的な発生、例え

ば追い詰められた状況でプレイがうまくいかず、

またパーソナリティの堅さゆえの対処行動の堅さ

などで、解離性の記憶喪失になった選手や、伸び

悩みからイップスになった選手などの事例（鈴木、

2014）があった。また、カナー（1972/1974）の症

状論をベースに、病気やケガはこれ以上悪くなら

ないようにする「安全弁」であり、身体症状・反

応はれ以上身体が壊れないように身体の状態を心

理的に「調整するもの・守るもの」である。それ

は、そのときの「限界」や「壁」を示しており、

それによって競技から離脱する場合と、それが「乗

り越えるべき課題」となる場合もあり、「問題解決

の手段」であった。 

 

(2) 修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー

チ（M-GTA）を（木下，2003）用いて、心理サポ

ート事例をもとに、その過程での面接中の語りの

記録をテクスト・データとして用い、心理サポー

トの過程におけるこころとからだの語りの変化

を検討し、そこで示されるからだの表現・反応の

心理的な意味を考察した。その結果、13 個の概

念と 4 個のカテゴリーを生成し、それらの関連を

図式化した。 

こころとからだの悲鳴
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図．A・Bの競技人生におけるこころとからだの語りの変化
1名から具体例がみられた概念

2名から具体例がみられた概念コア・カテゴリー
カテゴリー影響関係

循環関係
心理サポートの経過＜図の読み方＞

心身のアンバランス 競技休止

        他者懸念

自己主張・表現過剰な他者配慮・懸念

強迫性

 

① ＜強迫性＞ 

 「力を抜けない。休めない」など【強迫的心性】

を持っており、競技に生真面目に取り組んでいた。

それは、一方では競技力の向上に、他方ではうま

くいかないときにやり方を変えられな

い、他の見方ができないなど、柔軟に状

況に対処することができないことにつ

ながっていた。また、練習し過ぎて、身

体への過剰な負荷をかけることになり、

オーバートレーニング状態になり、【過

負荷による身体症状】につながっていた。 

② ＜他者懸念＞ 

 人目を気にし、【過剰な他者配慮・懸

念】があり、それは強迫性にも影響して

いた。またそれは対人的な適応が良いこ

とにもつながっていたが、他方、自己主

張を抑え、競技での攻撃的な側面を抑制

したりしていた。一時的に【自己主張・

表現】が見られるようになっても、他者

への配慮がなくなることはなかった。 

③【不安・過緊張】 

 高い競技成績を残していても、常に勝

てるわけではないため、強い不安や緊張

は一時的に和らぐことはあっても、なく

なるわけではなかった。高い競技レベル

を維持し、さらにより高いレベルを追い

求めるためには、ハードトレーニングを

継続しなければならず、それは競技力を

向上させることになる一方で、強い不安

や緊張を引き起こすと共に、ケガや病気

の発生しやすくしていた。これは、全体

に関連する概念（コア概念）と考えられ

た。 

④≪こころとからだの悲鳴≫ 

 ＜強迫性＞や＜他者懸念＞、【不安・

過緊張】があるので、心身ともにギリギ

リの状態で競技を継続することになっ

ていた。そしてついには、【心身のアン

バランス】な状態になっていた。そのと

きに、【競技休止】し、【洞察】し、【自

己決定】の度合いを増し、安定して競技

ができるように成長していく選手がい

る一方で、【競技離脱】）に至る選手もい

た。 



⑤＜パフォーマンスの変動＞ 

 強迫的な心性や強い不安や緊張によって生真面

目に競技に取り組むことで日本一になっても、【パ

フォーマンスの変動】があり、その時にでもトレ

ーニングを継続することで、さらにパフォーマン

スを向上させ、実力を発揮できるようになってい

た。 

以上のことから、高い競技レベルで競技人生を

送るアスリートがその過程で遭遇するからだの

反応・表現は、身体の問題としてだけ受け取るの

ではなく、心も身体も含めた総体としてのからだ

の反応・表現、時には悲鳴として受け止めること

が必要である。彼らの「身体化」は、彼らが「不

安や苦しみといった何らかの問題を、葛藤や悩み

という心理的なものとしてではなく、身体を通じ

て体験、表現」（梅村、2008）していることを意

味しており、根源的な苦悩との戦いがあると考え

ることができる。 
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